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対象の定義
各要求項目は、機器本体のうちの指定されたサブアッセンブリーに適用される。
	サブアッセンブリー
	力あるいは形状によって互いに結合された2つ以上の部品から構成されるもの。

	筺体部品
	機器を環境影響から保護すると共に、ユーザーと可動部品、発光部品または高電圧部品との接触を防ぐ部品。

	シャーシ
	機器本体の主部品を固定するための骨格となる機能を持つ部品。

	電気・電子サブアッセンブリー
	少なくとも1つの電気・電子部品を含むアッセンブリー。

	ポリマーアロイ（ポリマーブレンド）
	二成分以上の高分子の混合あるいは化学結合により得られる多成分系高分子の総称。異種高分子を物理的に混合したものをポリマーブレンドと呼ぶ。

	再使用プラスチック部品　　　　　　　
	過去に使用され、再度使用されているプラスチック部品。　

	再生プラスチック
	プレコンシューマ材料およびポストコンシューマ材料からなるプラスチック。

	プレコンシューマ材料
	製品を製造する工程の廃棄ルートから発生する材料または不良品。ただし、原料として同一の工程(工場)内でリサイクルされるものは除く。

	ポストコンシューマ材料　 
	製品として使用された後に、廃棄された材料または製品。

	再生プラスチック部品
	再生プラスチックを含むプラスチック製部品。



カテゴリ分類
要求項目はMust項目、Should項目のいずれかのカテゴリに分類される。
	Must 項目
	実現されなくてはならない項目

	Should 項目
	実現されることが望ましい項目
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◆Must項目(実現されなくてはならない項目)
	No
	要求
	対象
	実現
	解説
	ねらい

	1
	相互に適合性を有さない材料で構成されるサブアッセンブリー同士は分離可能かまたは分離補助部付きで結合されているか。　
	筐体部品、
シャーシ、
電気・電子サブアッセンブリー
	□はい/
□いいえ
	金属インサート成型部品や複数のプラスチック材料で構成される等が考えられる。
プラスチック材料間の適合性については、ECMA341附属書C「プラスチック適合性ガイド」などを参考にチェックすることができる。
	再利用・リサイクルの促進

	2
	電気・電子サブアッセンブリーおよび電気・電子部品は容易に見つけられ、分離可能か。保守・修理において交換の必要性が高い部品は容易に取り外しができるか。
	機器全体
	□はい/
□いいえ
	
	部品探索の容易化

	3
	リサイクルのための分解は一般的な工具だけでできるか。
	筐体、
シャーシ、
電気･電子サブアッセンブリー
	□はい/
□いいえ
	『一般的な工具』とは、市販されていて入手可能な工具を指す。法律上、接続技術の選択が限られる場合には適用されない。
	結合解除の容易化

	4
	分離すべき結合箇所は容易に見つけられるか。
	筐体部品、
シャーシ
	□はい/
□いいえ
	ネジの分離箇所表示などがある。
	部品探索の容易化

	5
	分解工具のために必要な掴み点および工具が入る作業空間が考慮されているか。
	筐体部品、
シャーシ、
電気･電子サブアッセンブリー
	□はい/
□いいえ
	
	結合解除の容易化

	6
	サブアッセンブリーの固定のためのネジ結合は3種類以下の道具だけで解除できるか。
	筐体部品、
シャーシ、
電気・電子サブアッセンブリー
	□はい/
□いいえ
	工具は駆動タイプ(例えばプラスドライバー・マイナスドライバー)および駆動サイズ(例えば工具サイズ)によって特長付けられる。
	結合解除の容易化

	7
	分解作業は一人の人間で行えるか。
	機器全体
	□はい/
□いいえ
	例えば、アンダーカット角度が90度あるいはそれ以上の場合には、任意の数の同じ結合方向のスナップ結合を同時に結合することができるが、これを解くことは常に可能とは限らない。この要求は、3つ以上のスナップ結合が同時に解かれなければならない場合には、満足していないと見なす。
	分解・解体の容易化

	8
	製造事業者は上記1から7に従って、試し分解を行ったか。
	機器全体
	□はい/
□いいえ
	
	

	9
	25g以上の筐体プラスチック部品の材質は分離が容易な4種類以下でなければならず、分離可能な筐体構成単位ごとの材質は1種類の重合体(単一重合体あるいは共重合体)または再活用可能な混合材料(ポリマーアロイ)でなければならない。また、付着させたラベルなどはこれらが付着した部分と同一材質であるか、もしくは再活用に支障のあるものであってはならない。
	筐体部品
	□はい/
□いいえ
	再使用・リサイクル可能な材料の採用を目的としている。
付着させたラベルの例としては、Blu-ray Discのステッカー等が挙げられる。
	再利用・リサイクルの促進

	10
	プラスチック部品には少なくともISO11469(同等規格-JIS K6999)によるマーキングがなされているか。ただし、重さ25g未満の部品または平らな部分の面積が200mm2未満の部品、または透明部品は除く。
	機器全体
	□はい/
□いいえ
	
	再利用・リサイクルの促進
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◆Should項目(実現が望ましい項目)
	No
	要求
	対象
	実現
	解説
	ねらい

	1
	同一のプラスチック材料から製造されている部品の材料着色は、統一性または適合性を有しているか。ただし、機器の操作部品には本項目を適用しない。
	筐体部品
	□はい/
□いいえ
	『適合性を有する着色』とは、同色で明度が異なる場合を指す。
	再利用・リサイクルの促進

	2
	リサイクルを妨げない塗料またはインクを使用しているか。
もしくは
プラスチック部品への塗装または印刷は必要最小限（例：製造者名）に限定されているか。ただし、レーザーマーキングなどは本項目に示す「塗装」に含まない。また、再使用部品であることが証明された部品には本項目は適用しない。
	筐体部品　
	□はい/
□いいえ
	『リサイクルを妨げない塗料』とは、塗装する部品の材料と塗料が相溶性を有し、高度なマテリアルリサイクル(自社製品への水平リサイクル)の阻害とならないことを言う。
	再利用・リサイクルの促進

	3
	規格部品(standard parts)を除き、部品数において機器の構成要素の50%以上が同一製造事業者の同一世代、または同一性能の他機種と共通部品として使用されているか。
	機器全体
	□はい/
□いいえ□対象となる機器が存在しない
	部品の共通化は、保守部品として保有する部品の削減、分離・分解処理の容易性に繋がる。
	部品共通化

	4
	再使用プラスチック部品または再生プラスチック部品を使用しているか。
	筐体部品、
シャーシ
	□はい/
□いいえ
	一部品中全てが再使用または再生プラスチックでなくてもよい。
	再利用・リサイクルの促進

	5
	製品中の希少金属類が含まれる部品や、希少金属類の種類や量等を把握しているか。
	機器全体
	□はい/
□いいえ
	
	再利用・リサイクルの促進

	6
	希少金属類を含む部品の再利用のための設計上の工夫がなされているか。
	機器全体
	□はい/
□いいえ
	ハードディスクやプリント基板やコンデンサ等を含む部品の取り外しを容易にするなどの方法がある。
	再利用・リサイクルの促進
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